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対象種はアカシデ Carpinus laxiflora (カバノキ科) 、調査地は東京都稲城市におけるコナラ
Quercus serrata（ブナ科）などの落葉広葉樹が優占する二次林で行った。種子採取個体として、繁













応答変数として、結実率（ = (健全+虫害)/(健全+虫害+シイナ)）、虫害回避率（ = 健全 / (健

















図 1. 繁殖個体数（NL）と、a）結実率、b）虫害回避率、c）健全種子生産率との関係 
NL（半径 80m 以内） 
NL（半径 80m 以内） 

































対象としたのは被子植物の真正双子葉類から選んだ 17 分類群（目または科）であり、合計 14558
種を用いた。本研究では、真性双子葉類の系統樹データとして、Zanne et al. (2014)による現生種の




度草本の 6 つに分類した。 





























高緯度      低緯度 
図 2. 生育緯度（高緯度または低緯度)および生活型（草本または木本）
の組み合わせと、種分化率・絶滅率・多様化率・分布拡大率との関係. a)
種分化率; b)絶滅率; c)生活型進化率; d)分布拡大率 
ｃ 
論文審査結果の要旨 
 
香取拓郎氏提出の論文では、被子植物において、局所的な生物多様性に影響する要因と地球規模で
種多様性に影響する要因について解析を試みた。局所種の密度と種多様性の間には関係があること
が知られているため、アカシデを対象に個体数が結実率に与える影響について解析を行った。その
結果、種子生産率は中間的な繁殖個体密度の条件で最も高くなることを示した。また、生物種の地
球規模の多様性と分布のパターンは、種分化、絶滅、分布拡大などの現象によって影響され、これ
らは、気候や地形などの非生物要因からの影響を受けており、植物の多くの系統において研究され
てきた。しかし、被子植物において、生活型と生育緯度の両方の影響が種分化率と絶滅率へ与える
影響を独立に検証できた研究はなかった。そこで香取拓郎氏は、被子植物の種分化率と絶滅率に対
して、生育緯度と生活型のそれぞれが与える影響、および生育緯度と生活型の組み合わせによる影
響の存在を検証した。その結果、系統的制約を排除すると、絶滅率、種分化率、多様化率などでは
有意な差がみられなかったが、草本においての分布拡大が高緯度から低緯度へ有意に高いことが示
された。これらのことから、草本および木本の絶滅率、種分化率、多様化率は、特定の分類群で同
じ傾向を示し、系統的制約の影響が大きいことが示された。これらの研究は、香取拓郎氏が主導で
行った研究で、香取拓郎氏は研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示して
いる。したがって，香取拓郎氏提出の論文は，博士（生命科学）の博士論文として合格と認める。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
